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  会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（９月定例会）会議録 

開 催 日 時 令和元年９月27日（金）午後２時から午後４時まで 

開 催 場 所  保谷庁舎４階 理事者室 

出 席 者 

委 員：攝賀議長、長谷川副議長、川原委員、北村委員、木下委員、 

河野委員、小松委員、高橋委員、星出委員、矢野委員 

事務局：和田教育部主幹、掛谷社会教育課長、青木主事 

議 題 

（１）「地域学校協働活動」について 

（２）西東京市の放課後子供教室について 

（３）西東京市の地域生涯学習事業について 

（４）10月の活動スケジュ一ルについて 

（５）その他 

配 布 資 料 

資料 地域学校協働活動 協働を知る 

資料 西東京市の放課後子供教室について 

資料 西東京市地域生涯学習事業実施要綱 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

●令和元年８月の会議録について、承認する。 

 

 

（１）「地域学校協働活動」について 
○議 長：８月定例会では、「地域学校協働活動」の必要性等について、事務局から資 

料に基づいて説明があった。改めて「地域学校協働活動」について、何か質 

問等はあるか。 

 

○委 員：７月定例会では、今後社会教育委員の会議にて検討していきたいテーマにつ 

いて話し合った際に、「高齢者を対象とした社会教育」についての意見もあ 

ったと思う。 

しかし、８月の定例会では最終的に「地域学校協働活動」をテーマとして検 

討していくということで決定された。 

改めて「地域学校協働活動」をテーマとして検討していく理由について、説

明をお願いしたい。 

 

○事務局：教育委員会としては、社会教育の充実を図っていく上で「地域学校協働活 

動」の推進が重要であると捉えている。 

他市の導入事例等も踏まえ、西東京市における「地域学校協働活動」はどう 

あるべきか、委員の皆様から提言という形で意見を頂戴したいと思い、今回 
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検討テーマとして提案した。ただし、定例会の中で様々なテーマについて意 

見交換いただいても問題ないと考えている。 

 

○委 員：当初は「社会教育」とは高齢者が対象であると考えていたが、定例会や事務 

局の説明を聞いて、子どもを含めた長い期間で「社会教育」を捉える必要が 

あると感じた。 

その中で今回は「地域学校協働活動」をテーマとして子どもに焦点を当てな 

がら、地域がどのように関わっていくことが出来るのか、実際に様々な場所 

に足を運びながら考えていきたいと思う。 

 

○議 長：他に質問等がなければ、今後社会教育委員の会議テーマとして「地域学校協 

働活動」について検討していくこととする。 

最終的に「地域学校協働活動」について提言等をまとめていくことになると 

思うが、本日の定例会では西東京市の現状について知識を深めていく機会に 

したいと思う。 

     その中で８月の定例会にて委員より、「地域学校協働活動」にもある「協 

働」という言葉について、理解や認識が違うのではないかとの意見があっ 

た。そこで、「協働」という言葉を理解するにあたって、市民協働推進セン 

ターのセンター長でもある小松委員より「協働」という言葉の意味につい 

て、説明をお願いしたいと思う。 

 

○委 員：資料「地域学校協働活動 協働を知る」に沿って説明。 

 

 

（２）西東京市の放課後子供教室について 

○議 長：「西東京市の放課後子供教室」について、事務局より説明をお願いしたい。 

 

○事務局：資料「西東京市の放課後子供教室について」に沿って説明。 

 

○議 長：事務局より「西東京市の放課後子供教室」について説明があった。 

     次に西東京市での「放課後子供教室」の具体的な実施状況について、実際に 

     運営に携わっている委員より説明をお願いしたい。 

 

○副議長：「けやき小学校における放課後子供教室の実施状況」について説明。 

     ・活動場所 校庭、体育館、講堂、図書館、会議室、音楽室等 

     ・主な活動 学習活動、遊び場開放 

     ・開催日数 199日（※平成29年度実績） 

     ・従事者  約40名（放課後サポーター、学習アドバイザー等） 

 

○委 員：「中原小学校における放課後子供教室の実施状況」について説明。 

・活動場所 校庭、体育館等 

     ・主な活動 遊び場開放 

バレーボール教室 
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（学校施設開放運営協議会加盟団体に講師依頼） 

 

プログラミング教室 

           （NPO団体へ講師依頼） 

      ・その他 他団体（親父の会や育成会等）と協働として「餅つき」を実施 

している。 

※災害時の炊き出し訓練としても有効なのではないか。 

 

○議 長：何か質問等はあるか。 

 

○委 員：１回にどれほどの生徒が参加するのか。 

 

○副議長：内容等によるが、３教室で100名程度参加する場合もある。 

     対象としては、年度始めに参加登録を行った生徒が参加対象ではあるもの 

の、当日に参加連絡票を持ってきた生徒が実際に参加することが出来るた 

め、当日まで何名参加するかはわからない状況。 

 

○議 長：説明を聞いて、「地域学校協働活動」にも関わってくる「放課後子供教室」 

について、理解が進んだと思う。 

詳細は事務局より改めて説明があるが、次回の定例会は「放課後子供教室の 

視察」という形にしたいと思う。 

 

 

（３）西東京市の地域生涯学習事業について 

○議 長：「西東京市の地域生涯学習事業」について、事務局より説明をお願いした 

い。 

 

○事務局：資料「西東京市地域生涯学習事業実施要綱」に基づき、地域生涯学習事業の 

概要及び平成30年度の活動実績について説明。 

 

○議 長：何か質問等はあるか。 

 

○委 員：事業計画は委託している運協が作成するのか。 

 

○事務局：そうである。 

 

○議 長：西東京市における「放課後子供教室」「地域生涯学習事業」など、「地域学 

     校協働活動」に係る取組について理解出来たと思う。 

     学校現場における地域と連携した取組事例などについて伺いたい。 

 

○委 員：中学生の放課後は部活動が中心となってくるため、小学校と放課後の使い方 

は異なっている。 

     各中学校で放課後カフェや放課後学習教室などの居場所づくりや、英検講座 
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や部活指導など、地域と連携している。 

 

 

○議 長：何か質問等はあるか。 

 

○委 員：学校は、学校だけでなく、地域と共に連携して子どもの支援を行っていくこ 

とが、重要であると考える。 

また、地域の人々が児童の登下校の見守りなどを支援することによって、地 

域の人々も生かされていくのではないかと感じている。 

「地域学校協働活動」について、関わる人々が相互にどのように連携を図っ 

ていくべきか、そのような視点から提言をまとめていくのもよいのではない 

かと考る。 

 

○委 員：行政が市民との協働を働きかける仕組みとは違って、市民独自による自由な 

学びが西東京市の公民館を育てて来た歴史が西東京市にはある。 

公民館の市民共同企画等を通して実施されてきた市民独自の学び、行政から 

の要請ではない市民独自による社会教育の実績を公民館の館長から学ぶ機会 

を是非とも設けていただきたい。 

 

 

（４）10月の活動スケジュ一ルについて 
○事務局：「放課後子供教室」について、実際に現地を視察した方がよいと考えてい 

る。 

候補日として２日設定しているが、参加人数が多い日程にて実施したいと考 

えている。 

候補日どちらも難しいという場合であっても、別日にて実施しているものを 

個別に調整することは可能であるため、相談いただきたい。 

 

決 定 10月16日（水） 

 

 

（５）その他 
※学校施設開放運営協議会・管理者対象の研修会について 

●研修テーマ：子ども条例 

 会   場：保谷庁舎４階 研修室 

 

 

 

 

 

※次回会議（視察） 10月16日（水）午後１時から 

 

 


